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論 文 内 容 の 要 旨
本研究はC M S  =1.96 T e V陽子反陽子衝突におけるW ボソンとの随伴生成による中性ヒッグス粒子 
を孤立した高横運動量を持つ同電荷レプトン対事象を用いて探索したものであり、用いたデ一夕は素 




本研究は特にS M における高い質量(> 135 GeV/c2)を持つHiggs粒 子 と 2 Higgs Doublet 







に同符号電荷レプトン対事象を含むものはM C を用いて算出した。さらに検出感度を上げるために 
Boosted Decision Treesによる多変数の情報を用いた信号事象と背景事象の分離を行った。これによ 
り検出感度がこれを用いないのに対して40 %の向上を実現した。
以上の解析から予想される背景事象と観測される事象には優位な差異をみられなかった。そこで 
Higgs粒 子 の 生 成 断 面 積 と 分 岐 比 の 積 呢 O X 及 _ の上限値を95% の信頼度で算出 
した。それによりfermiophobic higgs粒子の質量が110 GeV/c2の場合、理論値に対して8 倍、S M  
Higgs粒子の質量160 GeV/c2では20倍を得た。
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
本論文では、米国フェルミ加速器研究所において重心系エネルギー1.96 T e V 陽子•反陽子衝突型 
加速器テバトロンとC D F 検出器を用いた実験でのヒッグス粒子探索を記述されている。
ヒッグス粒子は種々の素粒子に質量を与えると考えられている重要な粒子であるが、今だ発見 
されていない。本論文で探索の対象としたものは標準模型（S M ) から期待されるヒッグス粒子 
と、2Higgs doublet model(2HDM) Type-1から期待されるポーズ粒子のみに結合するフェルミ 
オフォビックヒッグス粒子の2 種類である。この2 種類のヒッグス粒子の探索を効率的に進め 
るため通常の反応事象では現れない「同符号電荷で孤立しているレプトン対が高い横運動量をも 
つ事象」に限って探索をおこなった。
対象とする事象をるいけい累積ルミノシティ 一2.7 fb1の膨大なデ一夕から抽出した後、これ 
らのレプトンについての背景事象についての数多くの非常に複雑な評価方法を開発した。さらに、 
Boosted Decision Trees ( B D T ) という統計手法を適応し、Higgs粒子の生成断面積と分岐比の 
積の上限値を9 5 %の高い信頼度で算出した。
この結果から、質量160 GeV/c2の S M  Higgs粒子の生成断面積と分岐比の積の上限値を理論
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値の2 0 倍、質量120 GeV/c2のフェルミオフォビックHiggs粒子については理論値の8 倍を得 
た。加えて、これらの結果は、他の解析結果とともにS M  Higgs粒子の質量制限（160〜170 GeV/c2 
の排除）をした。
以上のように、本論文に示された結果は、高エネルギー物理学に新しい知見を与えるものであ 
り、本論文の著者に博士（理学）の学位を授与するに相応しいと審査した。
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